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研究ノート
「幼稚園教育要領」の改訂に伴う保育者養成校
新カリキュラム研究協議会報告
小倉睦美
　子供の遊びと，保育又は幼児理解は相互関連がある。今までの歴史から見て
も，明治32年文部省より初めて「幼稚園保育及設備規定」の制定のあった頃か
ら大正14年「幼稚園令」の公布された時は，遊戯・唱歌・観察・談話・手技の
保育5項目を決め《純粋な遊び》であったが，社会も変わり，昭和23年「保育
要領」の公布の頃は，子供の主体性を尊重できるようになり《自由な遊び》と，
変わっていった。それから先，昭和31年「幼稚園教育要領」の刊行の年，保育
から教育へとの認識が変わった頃には，望ましい経験ということばのもとに，
幼稚園，保育所の中では《構造化された遊び》に変わって来ている。
　しかしこれも教育関係者の中から，だんだんにおかしいのではないかという
意識が出はじめ，昭和39年「改訂　幼稚園教育要領」が告示され，ますます研
究が進み，経験や活動を選択し，配列し，展開まで，総合的な指導が行われる
様になっていったが，子供の遊びは《既製品としての遊び》に近くなったよう
にも思われる。しかしこれは，あくまでも教師側に立った「構成された望まし
い経験や活動」としての遊びであった。様々な問題から，最近の遊びというも
のの考えがまた少しずつ変わり，　「遊びとは子供たち自身が環境とかかわり合
いながら生み出してゆくもの」という見方になってきて，今回の教育要領の改
訂となったと言えるのではないか。今回，次の様な研究協議会があったので喜
んで参加した。ここに述べるものは，その会の報告である。完全な報告ではな
いが，諸先輩，関係者から御意見・御批判いただき，これによって幼児達の為
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のよりよい幼児教育を目指す何らかの参考になれば幸です。
テーマ
　「教職員免許法」と「幼稚園教育要領」の改訂に対応する教員養成校の課題
「教職員免許法」と「幼稚園教育要領」の改訂の方向と教員養成校の対応。
文部省幼稚園教科書調査官より
①昭和39年に出た教育要領が，20数年変わらないのは良いものだったという
　訳で，大切なものは盛り込まれていたが，現場が少しずつ変わってきたので
　読まれなくなってしまった。幼児期の発達を視点とし，1人の子供の発達
　してゆく姿を柱にしているので，学生時代のうちにこの新しい要領を読み
　込んでほしい。
②今回の新教育要領は，全国の幼稚園の教育を十分に調べ何が実践されてい
　るか実態をよく調べた上ででき上ったもので，画一化されるものは望んで
　いない。
③子供だけが成長を生み出すのではなく，教師と子供が一緒にかかわってい
　くべきで，教師の資質が期待される。
④新教育要領の基本《幼児の主体的な活動とその時期にふさわしい生活の展
　開，遊びを通しての総合的指導，発達の相互関連性を1人1人の特性の尊
　重，環境による教育》をよく理解し，子供が生き生きと活動してゆく為の
　助言のできる保育者養成が必要。
保育者養成校としてかんがえなければならないもの
　①現保育者養成の課程を担当している教員が，本格的に幼児教育の特質，保
　育について勉強すること。
　②「保育内容総論」「幼稚園教育課程総論」等，専門教育科目を開設し，そ
　　こで新しい教育要領の理念や構造，特に「幼稚園教育の基準」　「ねらい及
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　び内容」　「指導計画作成上の留意点」について，統合的な研究と指導を進
　めていければ望ましい。
③養成校の中での先生方の話し合いと工夫，例えば，専門担当みんなで協力
　しあい誰がどのようにもったらよいか，何が必要で何が不必要なのかを半
　期一度くらいパネルディスカッション等したらどうか。
④実際保育を，充分に見せる機会を多くできないか。
⑤実習園での指導も大切だが，実習後の事後指導も大切である。実習により
　学ぶものはワクのあるものであっても困る。又，壁をつくっても子供の現
　実が見られない。大事な概念（あそびトハ，生活トハ，動機づけトハ，実
　践トハ，保育の形態，計画，etc．）が，わかるようになってほしい。
⑥「専門性の高い職業」という意識を高める工夫，子供に対して「責任ある
　職業観」を育てなければならない。
⑦保育者（学生）自身の健康増進問題，体力づくりを指導する必要があるの
　ではないか。
⑧何かを伝達することは簡単だが，幼児教育者として，幼児の微妙なサイン
　を読み取り対処するのだから，技術論より，ハート，体づくりが大切であ
　る。それを養成校で教えられるか。
⑨子供の様子をきちんと観察しとらえた上で，動きの予測ができ，環境を整
　える。そのような，子供を観る力を養成できるか。
⑩現職教育，アフターケア（1人の保育者が一人前になるのには，3年かか
　る。）は，どうか。
　卒業するまでに育てることを考えずに，卒業後に育ち上がる為の基礎教育
　が養成校ではないか。卒業後のケアにて育て上げられるのではないか。
⑪ライセンスチェックが必要ではないか。
⑫保育者自身の人間としての育ちが問題である。入学してから保育者，教育
　者に向いているか見極めるのは難しいかどうか。又，入試でのチェックが
　必要でないか。
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これからの幼稚園が期待する教師の資質とは
①自分を厳しく見てゆけ，貧欲に子供を受けとめ，子供から，まわりから，
　学ぶ力のある教師。
②幼児と共に肌を触れ合って行ける教師。
③土着文化（食事の作法，行儀，常識等，日本での当たり前の知識〉の伝達
　ができる教師。
④ていねいで，細やかな配慮のできる教師。（ものを粗雑に扱う人は人も大
　切に扱わない）
⑤大人であることと，子供であることもできる教師。（子供になれる）
⑥子供のおもいをくみ取って，出させてくれる教師。子供の発見をうまく方
　向づけられる教師。
⑦自分自身の健康を考えられる教師。
⑧専門性高く職業意識を持つ教師。
⑨豊かに表現できる教師。　etc．
以上，まだ足りないところもあるかとおもいますが，
め，第二回協議会は，次回にて報告致します。
「表現」についても含
※資料，参加講師及び参加人数
????????????? 日本女子大学教授
文部省幼稚園教科調査官
大妻女子大学教授
東京家政大学教授
文部省幼稚園教科調査官
高杉　自子　高杉幼児教育研究所
大場　牧夫　桐朋学園幼稚園主事
玄田　初榮　昭和女子大学助教授
野里　房代　青山学院大学助教授
ほか養成校関係者約230名一
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